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さて、これから薪ストーブの炎がゆらめく素晴らしい日々がはじまりますが、

その前にお願いしたいことがあります。

それは、この「取扱説明書」を必ずていねいにお読みいただくことです。

そして、この薪ストーブを正しく使用し、

いつまでもこの薪ストーブとともに暖かい人生を

分かちあっていただきたいということです。

なお、この説明書は保管していただき、

後日、分からないことが起こった折にご再読ください。
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ご使用中に各ドアを開けたままストーブの

そばから離れないでください。火の粉が飛

んだり、薪が転がり落ちたりして火災の原

因となります

本書28ページに基づくメンテナンスによる

パーツの分解および交換以外で、お客様ご

自身の判断によるストーブおよび煙突の改

造はしないでください。異常燃焼によるス

トーブまたは煙突の破損や、火災の原因と

なります。

可燃性ガスの発生する場所、または溜まる

場所での設置および使用はおやめくださ

い。火災の原因になります。

この表示を無視して、誤った使い方をすると、
人が傷害を負う可能性や物的損害のみの発生が
想定される内容を示しています。

表示は、してはいけないことを表しています。

表示は、しなければならないことを表しています。

この表示を無視して、誤った使い方をすると、
人が死亡、重傷を負う可能性、または火災の可
能性がある内容を示しています。

この表示を無視して、誤った使い方をすると、
人が死亡、重傷を負う危険が高い、または火災
の危険が高い内容を示しています。

この取扱説明書には、安全にお使いいただくた
めにいろいろな警告表示をしています。誤った
取り扱いをすることによって生じる内容を、次
のように区分しています。内容をよく理解して
から本文をお読みください。

ストーブおよび煙突は、建築基準法および消

防法、お住まいの地域の火災予防条例のも

と、本書12、13ページの「ストーブ及び煙

突設置基準」に従い、可燃物と火災予防上安

全な離隔距離を設け、または適切に保護した

上で設置してください。

可燃材の床にストーブを設置する場合は本書

12、13ページの「本体及び煙突設置基準」

に従い床を適切に保護し、付属のボトムヒー

トシールド（遮熱板）を必ずストーブ底部に

取り付けて使用してください。保護を怠ると

火災の原因になります。

乾燥した自然の薪以外は燃やさないでくださ

い。有害物質が発生し健康に害を及ぼすほ

か、ストーブおよび煙突の破損、異常燃焼に

より火災の原因になります。

引火性のあるガソリン、灯油、揮発性の液体

や、スプレー缶などの高圧容器等をストーブ

の上や熱のあたるところに置かないでくださ

い。爆発や火災の原因となります。

ストーブは定期的に（少なくとも1年に1

回）二次燃焼室内の点検および清掃を行って

ください。二次燃焼室内部や触媒にススが堆

積すると、正常な燃焼が行われないばかり

か、ダンパーを閉じた際に煙が室内に漏れて

危険です。詳しくは本書28ページの「メン

テナンス」をご参照ください。

煙突は定期的（少なくとも1年に1回）もし

くは煙突内部に3mm以上の副生物（スス、

タールなど）が付着した場合、必ず掃除を

行ってください。そのまま放置しますと煙道

火災が発生する、または、煙が室内に漏れて

危険です。詳しくは本書39ページの「煙突

の点検と掃除」をご参照ください。

灰は火の気が完全に消えたことを確認の上、

密閉できるフタの付いた不燃性の灰取りバケ

ツに入れて、72時間以上経過した上で冷え

ていることを確かめて処理してください。

ストーブ背面および側面から本書12ページ

に記載された離隔距離以内に可燃壁、薪、家

具、カーテン、洗濯物等燃えやすい物を近づ

けないでください。同じく、ストーブ正面か

ら122cm以内に可燃物を近づけないでくだ

さい。火災の原因となります。

煙突から本書13ページに記載された離隔距

離以内に可燃壁、薪、家具、カーテン、洗濯

物等燃えやすい物を近づけないでください。

火災の原因となります。

ストーブが不安定な場所に設置されている、

または煙突の支持固定が正しくされていない

等、ストーブおよび煙突にガタつきや変形、

破損を発見した場合は、直ちにご使用をおや

めになり、お買い求めの販売店へご相談くだ

さい。そのままご使用になりますと火災の原

因になります。

煙突内部や端部（トップ）がススなどで閉そ

くしたまま、または煙突が外れたまま使用し

ないでください。異常燃焼および煙が室内に

漏れて危険です。

ストーブを設置する居室には、屋外に直接通

じる給気口を壁に設置する、もしくは屋外か

ら給気用のダクトを用いストーブに直接接続

してください。いずれも建築基準法に基づい

て計算した有効な開口面積以上の大きさで、

雪や落ち葉などでふさがれない場所に設けて

ください。ストーブまで適切な給気を怠りま

すと、運転中に不完全な燃焼や、逆流により

煙が室内に漏れて危険です。

警告表示の意味

警告表示について

燃焼中に灰受扉を開かないでください。異

常燃焼によるストーブまたは煙突の破損

や、火災の原因となります。

焚きすぎないでください。ストーブトップ

の温度が350℃以上で継続して使用すると

ストーブおよび煙突の破損や火災の原因と

なります。

クッキング・グリドルから薪を投入する際

は、ガラスにあてないように注意して行っ

てください。また、ドアを激しく閉めない

でください。ドアガラスが破損すると、室

内に火の粉や煙が漏れて危険です。

また、灰取りバケツは必ず厚み5ｃｍ以上の

金属以外の不燃材の上に周りの可燃物から遠

ざけて置いてください。可燃材の上に置くと

バケツ底面からの熱が伝わり、火災の原因と

なります。
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まず身の安全を図り、揺れがおさまるまで様
子をみます。

揺れがおさまったら、あわてず落ち着いて火
力調整レバーを最後まで閉じ、ダンパーを閉
めてください。また、各ドアが確実に閉まっ
ているかを確認してください。

本体に水をかけないでください。急激な温度
変化を与えると鋳物等が破損する他、高温の
蒸気が噴出し大変危険です。万が一出火した
際は、ABC粉末消火器で安全な距離から消火
を行ってください。

避難が必要な場合は、薪や家具などの燃える
ものをできるだけ本体から離し、避難してく
ださい。

地震が起こったら……

地震のあと、本体および煙突まわりの点検を
行ってください。変形および破損、煙突の接
続、支持不良、または建物の損壊を発見した
場合、そのままご使用にならず、お買い求め
の販売店へご相談ください。なお、隠蔽部
等、お客様ご自身で点検が困難な場合、お買
い求めの販売店へご依頼ください。

1)

2)

〈 注意〉

3)

4)

火力調整レバー、各ドアをしっかりと閉めて
屋外へ避難して消防署に連絡してください。
後に必ず専門業者に点検を依頼してくださ
い。（26ページの「クレオソート」をご参照
ください。）

煙道火災が発生したら……

事故防止のために、お出かけの際には、ス

トーブが完全に冷えていることをご確認くだ

さい。

地震や落雷にあった場合、ストーブおよび煙

突まわりの点検を行ってください。変形およ

び破損、煙突の接続、支持不良、または建物

の損壊を発見した場合、そのままご使用にな

らず、お買い求めの販売店へご相談くださ

い。なお、隠蔽部等、お客様ご自身で点検が

困難な場合、お買い求めの販売店へご依頼く

ださい。

燃焼中や消火後はストーブおよび煙突が非常

に高温になりますので、手などを触れないで

ください。やけどの恐れがあります。

ストーブを操作する際は、必ず不燃性で皮が

厚く、なおかつ断熱効果のあるストーブ専用

グローブを着用してください。素手や化学繊

維で作られた手袋を使用すると、やけどやケ

ガの原因になります。

ご使用中、クッキング・グリドルやフロント・

ドアを開ける際には必ずバイパス・ダンパー

を開けてください。バイパス・ダンパーを閉

めたままクッキング・グリドルやフロント・

ドアを開けると煙が室内に漏れて危険です。

必ずお買い求めの販売店からストーブの焚き

方について説明を受けてください。

お子様をストーブに近づけないでください。や

けどやケガの危険があります。特に小さなお子

様がいるご家庭には別売のフェンス等の移動防

止柵等を設けることをおすすめします。

クッキング・グリドルとフロント・ドアを同

時に開けないでください。煙が室内に漏れて

危険です。

ホウロウ仕上げのストーブは、性質上、仕上

げ面が衝撃に非常に弱いため、取り扱いに十

分ご注意ください。また、水をかける等ホウ

ロウに急激な温度変化を加えないでくださ

い。破損の原因となります。

ストーブおよび煙突のお手入れは、冷えてい

ることをご確認の上行ってください。やけど

の原因となります。

ストーブに水分や塩分を付着させないでくだ

さい。誤って付着した場合はすぐに拭きとっ

て乾かしてください。錆びの原因となりま

す。

クッキング・グリドルを開いて薪を投入する

際は、ハンドルから手を離さないようにして

ください。手を離すとグリドルが閉まり、や

けどやケガの原因になります。

ストーブをご使用になる前に、必ず部屋の給

気口（レジスター等）を開き、外気が入る状

態にしてください。

使用中に煙の強い臭いや異臭を確認したら、

ただちに使用をおやめになり、窓や戸を開け

て室内の換気を行い、お買い求めの販売店に

ご相談ください。

ストーブを据え付ける部屋の気密が高い場

合で、部屋の換気設備やストーブの他に空

気を必要とする機器の影響により、ストー

ブが燃焼に必要な空気量を十分に取り込め

ないと、不完全燃焼が起こる他、一酸化炭

素を含んだ煙が部屋に漏れて、健康に害を

およぼすおそれがあります。

一酸化炭素検知機能の付いた火災警報器の

取り付けをおすすめします。

警告

ホコリ、湿気の多い場所への設置はしないで

ください。ストーブの破損や腐食の原因とな

ります。

万が一のために、初期消火のための消火器等

を火元になると思われる場所から離して、常

に決まった場所に置いてください。

火災の早期発見のため、煙感知器を設置し

てください。その際ストーブとの距離を考

慮に入れ、誤報にならないよう注意が必要

です。お住まいの地域の火災予防条例に

従ってください。

ストーブの燃焼中に換気扇を使用する場合に

は、あらかじめ煙が室内に漏れないことを確

認の上、ご使用ください。もし煙が漏れる場

合は、ご使用をおやめになり販売店へご相談

ください。

ストーブを焚き始める前に、必ず「慣らし焚

き」を行ってください。いきなり高温で使用

すると破損の原因になります（「慣らし焚

き」の方法については17ページをご覧くだ

さい）。

焚きはじめの数回は、部屋を十分に換気して

ください。ストーブと煙突に塗られている錆

び止め油や塗料が熱せられ、においと煙が発

生します。

燃焼や部品の変形など異常を感じたときはご使

用をおやめになり、販売店へご相談ください。

燃焼中はストーブに急激な温度変化（急冷

却、急加熱）を与えないでください。変形、

破損の原因となります。

過度な加熱、局部的な加熱をしないでくださ

い。ストーブの歪み、割れ、変形等の原因と

なります。

ストーブの上にのったり、腰かけたりしない

でください。破損やケガの原因となります。
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イントレピッドⅡには一次空気調節レバーでどの位
置を選んでも、その温度域で安定した熱出力を維持
することができる自動温度調節機能が装備されてい
ます。燃料が燃焼するにつれ、バイメタルコイルは
ストーブ内部で放射される熱に反応し、一次空気取
り入れを調整します。火の勢い（熱出力）が高まる
と、バイメタルコイルはゆっくりと一次空気取り入
れ口を閉じ、燃焼用の給気量を制限します。火の勢
いが弱まると（熱出力が減少し）、バイメタルコイ
ルがこれに反応し、徐々に一次空気取り入れ口を開
けるため、より多くの燃焼用空気が吸い込まれ火に
勢いがつきます。この強弱作用は継続的に働き、燃
焼周期は燃料が燃え尽きるまで続きます。

ストーブの後右側にある火力調節レバーで薪の燃焼
に必要な一次空気の量を増減します。
ストーブに入る空気量が多いほど火はより強く燃え、
空気量が少ないと弱くなります。

一次空気は、ドアガラスの内

側の表面を流れ、燃焼室に供

給されるため、ガラスにスス

が付きにくくなります。イントレピッドⅡは一次燃焼した燃料から放出され
る煙を触媒作用により再燃焼させます。
二次空気は本体の背面下部のバイメタルコイルに
よって自動調節される給気口から取り入れられます。
取り込まれた空気はセラミックボックスの底から前
面を通り、通過する際に加熱され、煙が引き込まれ
るキャタリティック部に給気されます。バイメタル
コイルの感知棒がセラミックボックス内の燃焼温度
を感知し給気口（フラップ）の開閉をおこないます。
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仕 様
◇ストーブ重量：101kg
◇燃料容量10kg
◇最大薪長さ41cm
◇最大出力6,750kcal/hr（7.8kW/hr）
◇最大暖房面積112㎡（34坪）
◇燃焼効率81.1％
◇EPA廃棄物量2.1g/ｈr
◇接続煙突径φ150mm
◇キャタリティックコンバスター
◇引き出し灰受皿
◇自動温度調節機能
◇水平燃焼システム
◇ガラス・エアウォッシュシステム
◇耐熱セラミックガラス
◇トップローディング＆クッキンググリドル
◇仕上げ：黒耐熱塗装またはホウロウ
※給気アダプターはオプションです。

●床：炉台（ステージ）の寸法
本体重量に耐えられる不燃材を敷いてください。不
燃材は熱抵抗値R が、0.105m K/W 以上になる厚み
が必要です。目地にはモルタルをつめてください。

●煙突基準
● 3メートル基準
煙突は、屋根を貫通する部分から90センチ
メートル以上高くし、さらに水平に測った周囲
3メートル以内の障害物よりも60センチメート
ル以上高くしてください。

●煙突の高さはストーブトップから最低5メートル
　です。
●お住まいの地区の標高によっては、煙突をより
　高く立ち上げなければならなくなります。
●室内に使用する一重（シングル）煙突は本体より最
　長2.4 メートルまでで、それより上部及び隠蔽部や
　屋外は二重断熱煙突を使います。一重（シングル）
　煙突では天井や壁を貫通させないでください。
●二重断熱煙突は煙突火災に対応した熱衝撃テスト
　に合格した認定品（例：ＵＬ.ＢＳ）をご使用ください。

●煙突離隔距離

●煙突の水平に延ばす距離はできるだけ短くし、 
　最長でも１メートル以内にしてください。
●90°の曲がり部分は、2ヶ所までにしてください。

重要
設置基準に従わない場合、煙突火災や住宅火災な
ど、危険な状況を引き起こす場合があります。説
明書の全ての内容に的確に従い、家屋及び人身を
おびやかす結果となる一時しのぎの妥協は決して
行わないでください。
煙突は建築物に対して十分な支持をし堅固に固定
されていなければなりません。ストーブ本体は平
らで水平な不燃床の上にガタつきがない状態で設
置してください。地震の際に転倒、倒壊しない
様、安全を確認してください。

○断熱二重煙突の離隔距離は内側煙突からの寸法。
○遮熱板とは25㎜以上の空気層のある不燃材壁。
○最低煙突高さはフルーカラーより５ｍ。

!

(mm)

(mm)

前面 M 後方 N 側面 O

室内一重煙突

断熱二重煙突（断熱層も含む）

シールド無

遮熱板あり
天井

壁

遮熱板なし

シールド付

幅 P

1117 以上948 以上474 以上287 以上830 以上

660

735 880 666 846 964

575

921

458383463

412

412

880

575

575

305

610

380

380

227

356

229

660

150
-

305
150

150
254
150

奥行き Q

○壁仕上げなど詳細は建築基準法、同施行令に従ってください。
　告示225号に従って設置する場合前方離隔1151mm、上方離隔1080mm。
○遮熱板とは25㎜以上の空気層のある特定不燃材壁。
○煙突シールドは本体接続部（フルーカラー）より712㎜まで。

建築基準法施行令の内装制限により、壁、天井を木材等の可燃下地
材に準不燃材の仕上げを施した場合、および平屋、最上階など内装
制限の規制を受けず、壁の仕上げが木材等の可燃材である場合は下
表に示された数値以上の離隔距離を設けて下さい。仕上げと下地が
不燃材料の場合は除外されます。

本体正面から122cm以内に可
燃物（家具やカーテン等）を
近づけないでください。

内装制限緩和の告示225号に従い、壁、天井を難燃材等（木材含む）
の仕上げを施した場合は、下表に示された数値以上の離隔距離を設
けて下さい。仕上げと下地が特定不燃材料の場合は除外されます。

遮熱板なし

遮熱板なし＋リアヒートシールド＋煙突シールド

遮熱板あり＋リアヒートシールド＋煙突シールド

遮熱板あり

遮熱板なし

壁仕上壁仕上 C CD DF F

A B壁仕上

煙突垂直接続煙突垂直接続

煙突水平接続

遮熱板あり

遮熱板あり＋リアヒートシールド

遮熱板なし＋リアヒートシールド

●本体離隔距離

本
体
及
び
煙
突
設
置
基
準

3
本
体
及
び
煙
突
設
置
基
準

3本体寸法図／仕様／設置基準

本体及び煙突設置基準

※コーナー設置時、
　煙突は垂直のみの接続です。

立面図
側面図
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●煙突の高さはストーブトップから最低5メートル
　です。
●お住まいの地区の標高によっては、煙突をより
　高く立ち上げなければならなくなります。
●室内に使用する一重（シングル）煙突は本体より最
　長2.4 メートルまでで、それより上部及び隠蔽部や
　屋外は二重断熱煙突を使います。一重（シングル）
　煙突では天井や壁を貫通させないでください。
●二重断熱煙突は煙突火災に対応した熱衝撃テスト
　に合格した認定品（例：ＵＬ.ＢＳ）をご使用ください。

●煙突離隔距離

●煙突の水平に延ばす距離はできるだけ短くし、 
　最長でも１メートル以内にしてください。
●90°の曲がり部分は、2ヶ所までにしてください。

重要
設置基準に従わない場合、煙突火災や住宅火災な
ど、危険な状況を引き起こす場合があります。説
明書の全ての内容に的確に従い、家屋及び人身を
おびやかす結果となる一時しのぎの妥協は決して
行わないでください。
煙突は建築物に対して十分な支持をし堅固に固定
されていなければなりません。ストーブ本体は平
らで水平な不燃床の上にガタつきがない状態で設
置してください。地震の際に転倒、倒壊しない
様、安全を確認してください。

○断熱二重煙突の離隔距離は内側煙突からの寸法。
○遮熱板とは25㎜以上の空気層のある不燃材壁。
○最低煙突高さはフルーカラーより５ｍ。

!
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室内一重煙突

断熱二重煙突（断熱層も含む）

シールド無
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壁
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○壁仕上げなど詳細は建築基準法、同施行令に従ってください。
　告示225号に従って設置する場合前方離隔1151mm、上方離隔1080mm。
○遮熱板とは25㎜以上の空気層のある特定不燃材壁。
○煙突シールドは本体接続部（フルーカラー）より712㎜まで。

建築基準法施行令の内装制限により、壁、天井を木材等の可燃下地
材に準不燃材の仕上げを施した場合、および平屋、最上階など内装
制限の規制を受けず、壁の仕上げが木材等の可燃材である場合は下
表に示された数値以上の離隔距離を設けて下さい。仕上げと下地が
不燃材料の場合は除外されます。

本体正面から122cm以内に可
燃物（家具やカーテン等）を
近づけないでください。

内装制限緩和の告示225号に従い、壁、天井を難燃材等（木材含む）
の仕上げを施した場合は、下表に示された数値以上の離隔距離を設
けて下さい。仕上げと下地が特定不燃材料の場合は除外されます。

遮熱板なし

遮熱板なし＋リアヒートシールド＋煙突シールド

遮熱板あり＋リアヒートシールド＋煙突シールド

遮熱板あり

遮熱板なし

壁仕上壁仕上 C CD DF F

A B壁仕上

煙突垂直接続煙突垂直接続

煙突水平接続

遮熱板あり

遮熱板あり＋リアヒートシールド

遮熱板なし＋リアヒートシールド

●本体離隔距離
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3本体寸法図／仕様／設置基準

本体及び煙突設置基準

※コーナー設置時、
　煙突は垂直のみの接続です。
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 「薪づくり」

詳しくは
ホームページで

ガソリン、軽油、灯油、またはオイルなど引火しやす
い油は絶対に使用しないでください。火災の原因にな
ります。

ガソリン厳禁
乾燥した自然の薪以外は燃やさないでください。化学
物質や塩分等が含まれている薪は、有害物質が発生し
健康に害をおよぼすほか、破損の原因になります。

自然薪以外の燃料使用禁止

切られてすぐの生木は、重量の 50％が水分です。薪と
して燃やすには水分を 20％以下まで乾燥させることが
必要です。薪は割ることにより空気に触れる表面積が
大きくなるのでより早く乾燥させることができます。
割った薪は風通しが良く雨のあたらない屋根の下で、少
なくとも12 ～18 ヶ月は乾燥させてください。薪は太
さや樹種にもよりますが、冬に切って 2 年間乾燥させ
た薪が理想の薪といえます。
乾燥していない薪は、薪ストーブの性能を十分に引き
出すことができません。暖まりにくく、燃やすとクレオ
ソートやススが多く発生し煙突内に付着するので、煙
突掃除をこまめにしなければ「煙突火災」の原因になり
ます。またドアガラスの汚れの原因にもなります。

薪は針葉樹系の軟木と広葉樹系の堅木とに分けること
ができます。軟木は乾燥しやすく着火力に優れていま
すが、火持ちがよくありません。堅木は、その逆の性
質をもっています。十分に乾燥していても、なおズッシ
リと重い薪が質量に富み、暖房用には優れた薪といえ
ます。

温度や燃焼時間を調節するために、大きく分けて
「焚き付け用」「中くらい」「長時間用」の 3 種類の薪
を用意します。
たき火の火を起こす時のように細い薪や枯れ枝に着火
し、徐々に太い薪をくべていきます。薪を使い分けるこ
とで、薪ストーブの温度や燃焼時間を調節しやすくなり
ます。

←含水率計
針を薪に差し込むと薪の乾燥度
がひと目でわかります。

焚き付け用の細い薪
（小枝や細く割った針葉樹など）

長い時間燃やすための太い薪
（直径約 10cm 程度の広葉樹など）

中くらいの薪
（直径約 5cm 以内の小枝や細く割っ
た針葉樹など）

●薪の乾燥

●薪の種類

●使用する薪のサイズ

堅木 軟木
火持ちがよく

暖める力が大きい
火持ちはよくないが
すぐに火力がでる

（広葉樹） （針葉樹） （広葉樹）
・ミズナラ ・ニレ ・アカシア ・カラマツ ・ヒノキ ・シラカバ
・コナラ ・カキ ・クスノキ ・アカマツ ・ポプラ 
・クヌギ ・ブナ ・ サクラ  等 ・ スギ         等            等

屋外で保管されていた冷たい薪や濡れた
薪をストーブにくべないでください。燃焼状態が悪く
なり暖房効率が落ち、ストーブに熱衝撃を与え破損す
ることがあります。室内で半日以上経過した薪をご使
用ください。

注意

  長さ：41㎝以下   



・地元の森林組合、または営林署に問い合わせ
て購入する。

・薪業者（燃料屋）から購入する。
・チップ工場に問い合わせるか、原木を納入して

いる業者に卸してもらう。

・果樹園で剪定した木を譲ってもらう。
・山林地主と知り合いになり、間伐材を譲っても

らう。
・地元の役場に問い合わせて、公園の木や街路

樹の剪定枝を払い下げてもらう。

【手斧】
片手用の小型斧。焚き付け用に薪を細く
割ったり、細枝を切ったりするのに便利。

【小型薪割り】
両手、片手兼用の薪割り。

小径木の玉割り材を割るときに。

【大型薪割り】
両手用の本格的な薪割り。

●薪を入手するためのヒント

●キンドリングクラッカー
焚き付けが安全に、

しかも手軽に作れます。

【薪割り鎚】
斧頭が鎚を兼用する薪割り。

割れにくいときは、
この斧頭で楔を打ち込んで割ります。

づち

【薪割り楔】
薪割りでは割りにくい薪を

割るための鋼鉄製の楔。
2 本の楔があれば、ほとんどの薪を

割ることができます。

くさび

「キンドリングクラッカーの 
使い方」

動画で
Check!



着火剤

灰取り
バケツ

→P14

灰かき棒／炉の中の灰を灰受けに落としたり、
灰をかき集めるのに使用。

薪ばさみ／炉内に薪を入れる時に使用。

密閉できる金属製の容器を必ず使用します。
●灰取りバケツ



着火剤

灰取り
バケツ

→P14

灰かき棒／炉の中の灰を灰受けに落としたり、
灰をかき集めるのに使用。

薪ばさみ／炉内に薪を入れる時に使用。

密閉できる金属製の容器を必ず使用します。
●灰取りバケツ











●物理的な破損
キャタリティック・コンバスターはデリケートな素

材で作られておりますので、変形に注意して取り

扱ってください。

●目詰まり
蜂の巣型は効率の良い触媒反応を得られる一方、

燃焼ガスの流れに対する抵抗が増すことになりま

す。また表面積が多い分クレオソートや煤が堆積

する場所も多くなります。適切な操作を行い、こ

のような堆積物を最低限に抑え、目詰まりの兆候

がないか定期的に点検してください。そのまま放

置しますと、ダンパーを閉じた際に煙が室内に逆

流する恐れがあります。

●汚染物質
塗装や加工処理を行なった木や、石炭、家庭のゴミ

や、色紙、金属ホイル、プラスチックなどを燃やす

と、鉛や硫黄などの汚染物質がキャタリティック・

コンバスターの表面に付着する場合があります。そ

のような汚染物質でキャタリティック・コンバス

ター表面の被膜が覆われていると触媒反応は正常に

機能しません。このような汚染物質の原因となるも

のは燃やさないでください。

●熱衝撃
キャタリティック・コンバスターは直接の炎にさら

されるようには設計されていません。ストーブを過

剰燃焼し続けると、表面の皮膜が剥がれ、触媒反応

が妨げられる場合があります。スロートフード（40

ページD8）は直接の火からキャタリティック・コン

バスターを保護する役割を持つため、スロートフー

ドを外した状態、あるいは破損した状態で使い続け

ないでください。

薪が燃焼するのに必要な条件は、じゅうぶんな温度

と酸素が必要になります。通常の燃焼反応は

540-650℃の範囲で起こりますが、触媒を用いる

と260-315℃と低い温度範囲から始まります。触

媒はそれ自体変化しませんが反応を早め効率を上げ

る働きがあります。二次燃焼室の中で触媒は煙の中

に含まれるクレオソートや煤等の副生成物を効率的

に燃焼させます。触媒を使った反応を得るには、反

応物質がキャタリティック・コンバスター表面に施

されている被膜（白金又はパラジウムのコーティン

グ）と接触することが必要になります。また接触す

る表面積が広い方がより反応し易く、高い効果を得

ることができます。このことからキャタリティッ

ク・コンバスターの形状はより多くの表面積を得ら

れるようにハニカム（蜂の巣）状になっています。
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※2.4m以内はメーカーの推奨値。現場により異なります。

煙突の高さは最低5m以上とし、「60㎝、90㎝、

3m煙突基準」の安全条件を十分満たしていれば、

有効なドラフトが得られると考えられています。こ

の基準はドラフトばかりではなく煙突火災時の煙突

周り延焼防止になります。煙突の高さは高い方がよ

り良いドラフトを生むと考えがちですが、基準以上

に高さを加えることはドラフト問題の正しい解決策

ではありません。実際、問題を悪化させることもあ

ります。高い先の方の煙突が冷えてしまうからで

す。煙突の高さは必要以上に伸ばさない方が良いで

しょう。
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灰・煤の除去／
損傷・劣化等の点検

品番

二次燃焼室アッセンブリー

ドアガラス　左／右

40～



30001153

1306763

灰・煤の除去／
損傷・劣化等の点検

品番

二次燃焼室アッセンブリー

ドアガラス　左／右

40～ ドア部分にスプレーする場合は、ガラス、ハ
ンドルを養生し、ドア以外に塗料が付着しないようにご
注意ください。その際、周囲に塗料が飛び散らないよう
にダンボール等を敷いてい行います。

ポイント

日常のお手入れ 
本体全体のほこりや汚れを乾いた布、もしくは水に
浸した後、きつく絞った布を使って、表面の汚れを落
としてください。

専用補修磨き剤（ストーブポリッシュ）を柔らか
いブラシでのばし、ウェス（布）で拭き取り磨き
ます。周囲の色と違いが出る場合があります。

劣化部分、または本体全体を塗装してください。
新しいスプレーで塗装する場合、周囲の色と
違いが出る場合がありますので、目立たない部
分で試し塗りすることをおすすめします。スプ
レー作業中は十分な換気を行ってください。

本体の塗装が剥がれる / 錆が発生した場合

●本体のお手入れ方法

専用の「補修磨き剤」（ストーブポリッシュを
使用する場合

耐熱塗料を使用する場合 

ワイヤーブラシで錆や古い塗装を落とし、次に
乾いた布で、本体全体のほこりや汚れを落とし
ます。湿らせた布を使う場合には、ストーブ表
面に水分が残らないように注意してください。

専用の「耐熱塗料」（スプレー）、または「補修磨
き剤」（ストーブポリッシュ）をご使用ください。

・ワイヤーブラシ　　　　　・ウェス（布）
・耐熱塗料、またはストーブポリッシュ（別売り）　

必要工具等

本書に記載されているメンテナンス以外の分解、お
よび改造はしないでください。火災や破損の原因に
なります。

分解・改造使用の禁止

注意 お手入れを行うときは、ストーブを消火し、
ストーブと煙突が十分冷えてから行ってください。また、
安全のため、ゴーグルやマスク、グローブ等の安全衛
生保護具を着用してください。

●クッキンググリドルのお手入れ

●ドアガラスのお手入れ

錆が発生したクッキンググリドルは、細毛ワイヤー
ブラシかスチールウールで磨いてください。

・細毛ワイヤーブラシ、またはスチールウール
必要工具等

ダッチオーブンに代表される鉄鋳物調理器
具にシーズニングをする要領で、ストーブに火を入れる
前にクッキンググリドルの表面に植物性オイルを薄く塗
り、その後通常の使用温度で使用すれば、炭化被膜に
覆われ錆びにくくなります。
※油が炭化するまで煙が出ますので、室内の換気を十
分行ってください。

別売りの専用「ガラス
クリーナー」を使用。
使用方法に従って汚れ
を落とし、自然に乾か
してください。

・ウェス（布）　　　　　・ティッシュペーパー
・ガラスクリーナー　

必要工具等

 「ドアガラスの掃除」



 

　　　　　 熱反射コーティング側の見分け方
ガラスに天井の蛍光灯等を映すと、蛍光灯がぼやけて見える
側と、はっきり見える側があります。はっきり見える側が熱
反射コーティング側です。わかりづらい場合、晴れた屋外で
対象物を変えながら行うと、より判別がしやすいでしょう。



 

　　　　　 熱反射コーティング側の見分け方
ガラスに天井の蛍光灯等を映すと、蛍光灯がぼやけて見える
側と、はっきり見える側があります。はっきり見える側が熱
反射コーティング側です。わかりづらい場合、晴れた屋外で
対象物を変えながら行うと、より判別がしやすいでしょう。

動画で
Check!

 「ファイバーロープの交換」
 （トップドア）











　　　　　 キャタリティックコンバスター交換の目安はお
よそ12,000時間ですが、使用状況によりその時期は異な
ります。判断しかねるときにはお買い求めの販売店へご相
談ください。

セラミックボックスの両脇の灰を掃除機等で吸

い取ります。（灰が完全に冷えている事を確認

してください。）

取り出したキャタリティックコンバスターの外

観をチェックし、欠落、灰の蓄積、煤や他の異

物の付着があるか確認します。

灰と煤の付着がある場合は、軽く息を吹きかけ

るかハケ等で払い落としてください。

破損等の症状が認められた場合は、お買い求め

の販売店へご相談ください。

正常なキャタリティックコンバスターはハニカ

ムの崩れがなく、明灰色です。

灰や煤、他の異物の付着を確認するには光にか

ざしてみます。ハニカム内部にクレオソート

や燃えかすが溜まっていると光の通りが悪く

見えます。



　　　　　 キャタリティックコンバスター交換の目安はお
よそ12,000時間ですが、使用状況によりその時期は異な
ります。判断しかねるときにはお買い求めの販売店へご相
談ください。

セラミックボックスの両脇の灰を掃除機等で吸

い取ります。（灰が完全に冷えている事を確認

してください。）

取り出したキャタリティックコンバスターの外

観をチェックし、欠落、灰の蓄積、煤や他の異

物の付着があるか確認します。

灰と煤の付着がある場合は、軽く息を吹きかけ

るかハケ等で払い落としてください。

破損等の症状が認められた場合は、お買い求め

の販売店へご相談ください。

正常なキャタリティックコンバスターはハニカ

ムの崩れがなく、明灰色です。

灰や煤、他の異物の付着を確認するには光にか

ざしてみます。ハニカム内部にクレオソート

や燃えかすが溜まっていると光の通りが悪く

見えます。



煙突の内部を点検することのできる煙突部材
（自在煙突、90°T、90°エルボー、点検口、ス
ライドアジャスター）から堆積物の状態を確認
してください。お客様により設置状況が異なりま
すのでお買い求めの販売店へご確認ください。

点検または煙突掃除のために開閉する点検口や
90°T、90°エルボーの煙突のプラグは、作業後

にしっかりと閉鎖し固定されているか確認して
ください。

●

一次及び二次空気は自動温度調節機能により、空気

の供給量が自動的に調節されます。下記のような燃

焼の不具合が起きたときには点検が必要です。

一次空気取入れ口は本体背面の右側下部にあり、ス

トーブの背後から確認できます。火力調節レバーを

動かす際、取入れ口のフラップは自由に開閉できな

ければなりません。うまく作動しない場合は、お買

い求めの販売店にご相談ください。

　　　　　　一次空気取入れ口にほこりが溜まっている場合
がありますので、掃除機等で取り除いてください。

本体が冷えていることを確認の上、プラスドラ

イバーで2箇所のネジを外し、本体背面にある

二次空気カバーを取り外します。

二次空気フラップを軽く手で動かし、上下に自

由に動くことを確認します。二次空気フラップ

が自由に動かない、もしくは取り付け状態が正

常でない場合は、お買い求めの販売店にご相談

ください。

　　　　　二次空気取入れ口にほこりが溜まっている場合
がありますので、掃除機等で取り除いてください。

自在煙突
点検口

スライド
アジャスター

90° エルボー

90° T

ロッキングプラグ



煙突の内部を点検することのできる煙突部材
（自在煙突、90°T、90°エルボー、点検口、ス
ライドアジャスター）から堆積物の状態を確認
してください。お客様により設置状況が異なりま
すのでお買い求めの販売店へご確認ください。

点検または煙突掃除のために開閉する点検口や
90°T、90°エルボーの煙突のプラグは、作業後

にしっかりと閉鎖し固定されているか確認して
ください。

●

一次及び二次空気は自動温度調節機能により、空気

の供給量が自動的に調節されます。下記のような燃

焼の不具合が起きたときには点検が必要です。

一次空気取入れ口は本体背面の右側下部にあり、ス

トーブの背後から確認できます。火力調節レバーを

動かす際、取入れ口のフラップは自由に開閉できな

ければなりません。うまく作動しない場合は、お買

い求めの販売店にご相談ください。

　　　　　　一次空気取入れ口にほこりが溜まっている場合
がありますので、掃除機等で取り除いてください。

本体が冷えていることを確認の上、プラスドラ

イバーで2箇所のネジを外し、本体背面にある

二次空気カバーを取り外します。

二次空気フラップを軽く手で動かし、上下に自

由に動くことを確認します。二次空気フラップ

が自由に動かない、もしくは取り付け状態が正

常でない場合は、お買い求めの販売店にご相談

ください。

　　　　　二次空気取入れ口にほこりが溜まっている場合
がありますので、掃除機等で取り除いてください。

自在煙突
点検口

スライド
アジャスター

90° エルボー

90° T

ロッキングプラグ
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G26
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G28

G29

G29

G30

G7

G7 G33

G22

G22

G22

G27

G27

G10

G17
G18
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G20

G7

G7

G7

G7

G7

G36

D80(Assy)

D44

D46

D45

D47

D48

D52

D50

D49

D51

D56

D52

D52

D52

D51

D51

47

D67D62

G23

G10

G24

G11
G35

G11

G21

G11

G21

G11

G31 G31

G31

G35

G35
G35

G11

品名 品名
図番 品名

トラスネジ1/4-20X3/4-BLK
六角ナット3/8-16
なべネジ1/4-20ｘ2"
ソケットセットスクリュー5/16-18x5/16-BLK
ワッシャー#10SAE-Z.218idX.5od.05
3/8-16袋ナット
TRSネジ 10-24x1/2
ワッシャー
なべキャップスクリュー1/4-20x5/8
六角ボルト1/4-20x1/2

図番
G1
G2
G3
G4
G5
G6
G7
G8
G9
G10
G11

品番
1200900
1203161
1200995
1200563
1202423
1203130
1200998
1202475
1201529
1201338
1203210 六角ナット1/4-20

ソケットセットスクリュー1/4-20X1-BLK
ワッシャーFL3/8-Z.406i.75o.062
なべネジ1/4-20ｘ3/8-BLK
ワッシャー1/4-Z .313iX.742o.06t
トラスネジ1/4-20x3/4-BLK
ネジ1/4-20X1 1/2-BLK
ワッシャー3/8-Z .442iX1o.074t
抑えネジ3/8-16ｘ１
ブッシング
グリドルハンドル用スロットネジ　8－32Ｘ1

図番
G12
G13
G15
G17
G18
G20
G21
G22
G23
G24
G25

品番
1200436
1202560
1200993
1202474
1200900
1200815
1202488
1201583
1201900
1201308
1200461 なべキャップスクリュー1/4-20X3/4

G26 ソケットセットスクリュー1/4-20 1/4
G27 六角ボルト3/8-16x1-1/2"
G28 なべネジ10-24x3/8
G29 なべネジ10-24x1/4"
G30 トラスネジ1/4-20x5/8-BLK
G31 六角ボルト 3/8-16x1
G32 ネジ1/4-20X3-（ウッドハンドル用）
G33 六角ナット3/8-16
G34 セラミックハンドルボルト　1／4－20ｘ3.5
G35 ロックワッシャー
G36
G37

品番
1200417
1201456
1200983
1200980
1200896
1201432
1201310
1203290
1201294
1202461
1201899
1202473

ホールプラグ
ワッシャー1/4 BLK 266iX629o 064t

【ハードウェア】 2
3

7b
7a
7

10
13

47
58
58a
60
60a

16

図番 取付場所
フルーカラー(口元）裏
バック　外周

ダンパーハウジング　表　下（2ヶ所）
ダンパーハウジング　裏　上
ダンパーハウジング　裏　ダンパー周り

アッパーファイヤーバック
ロアー・ファイヤーバック
サーモスタットカバー
トップ・グリドル（ワイヤー付）
ドア（左）
ドア　ガラス（左）
ドア（右）
ドア　ガラス（右）

品番
R721
R721

R721
R721
R721

R721
R721
81219
R516GG
R721
81219
R721
81219

必要長さ
80㎝

120㎝

11㎝×2本
38㎝
68㎝

8㎝
34㎝

20cm
110㎝
110㎝
73㎝
68㎝
73㎝

【ファイバーロープ】

図番 品番 品名
D1 1306762 二次空気カバー
D2 1306561 フルーカラー
D3 1308662 バックパネル
D4 1602523 ダンパーロッド
D5 1306725 ダンパーランプ
D6 1306701 ダンパー
D7 1306702 ダンパーハウジング
D8 1306763 スロートフード　
D10 1306703 アッパーファイヤーバック
D11 1306724 ファイヤーバッククランプ
D13 1306704 ロアーファイヤーバック
D15 1308658 リアーエアーチューブ
D16 1306711 サーモスタットカバー
D17 30002720 ダンパーハンドルベースアッセンブリー
D18 1201846 フリクションスプリング
D20 1201985 ジャンプリング
D21 1201972 ボールチェーンフィッティング
D22 1201960 ボールチェーン
D22a 5005506 サーモスタットアッセンブリー
D23 1306710 一次空気フラップ
D24 1601551 エアフラップ用ピン
D25 1601396 ガラスクリップ
D28 1601489 二次空気サーモスタット
D29 1601486 二次空気リンク
D31 1201986 シムリング
D32 1601490 二次空気フラップ
D33 1602527 二次燃焼室アッセンブリー
D34 30001153 キャタリティックコンバスター
D35 1602516 二次燃焼室カバー
D36 1306717 アンダイアン
D37 1308651 レフトインサート
D38 1308652 グレート
D39 1308650 ライトインサート
D43 1601488 ダンパータブ
D44 1306356 グリドル
D45 30005119 ライトグリドルクアッド
D46 30005118 レフトグリドルクアッド
D47 1308657 トップ
D48 1308655 ライトサイド
D49 1306764 ボトム
D50 1308656 レフトサイド
D51 1306333 レッグ
D52 5007499 タイロッドセット（４本）
D54 1308654 ライトエアマニホールド
D55 1308653 レフトエアマニホールド
D56 1600600 ドアハンドルホルダー
D57 30006977 フロント
D58 30006915 レフトドア
D59 1401157 レフトドアガラス
D60 30006914 ライトドア
D61 1401156 ライトドアガラス
D62 30002715 グリドルスタブ
D63 1600664 ウッドハンドル　黒
D64 30002714 ハンドルベーススタブ
D65 30002719 フロントドアハンドル
D66 1600535 ドアピン
D67 1600661 グリドルノブ（木）
D68 30002362 ドアラッチアッセンブリー
D69 30000832 ボトムガラスクリップ
D70 30000833 サイドガラスクリップ
D71 30000834 コーナーガラスクリップ
D73 5003522 アッシュパンアッセンブリー
D80 30002775 グリドルハンドルアッセンブリー
D82 1600620 セラミックハンドル　白

【パーツ】

G37 D64

D82 (D63)

G32(G34)

D65

G37
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*D31
＊ホウロウ色のみに使用

＊ホウロウ色のみに使用
*D31
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G11
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G29
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G7 G33
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G27
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G7

G7

G36

D80(Assy)
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D49
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D67D62

G23

G10

G24

G11
G35

G11

G21

G11

G21

G11

G31 G31

G31

G35

G35
G35

G11

品名 品名
図番 品名

トラスネジ1/4-20X3/4-BLK
六角ナット3/8-16
なべネジ1/4-20ｘ2"
ソケットセットスクリュー5/16-18x5/16-BLK
ワッシャー#10SAE-Z.218idX.5od.05
3/8-16袋ナット
TRSネジ 10-24x1/2
ワッシャー
なべキャップスクリュー1/4-20x5/8
六角ボルト1/4-20x1/2

図番
G1
G2
G3
G4
G5
G6
G7
G8
G9
G10
G11

品番
1200900
1203161
1200995
1200563
1202423
1203130
1200998
1202475
1201529
1201338
1203210 六角ナット1/4-20

ソケットセットスクリュー1/4-20X1-BLK
ワッシャーFL3/8-Z.406i.75o.062
なべネジ1/4-20ｘ3/8-BLK
ワッシャー1/4-Z .313iX.742o.06t
トラスネジ1/4-20x3/4-BLK
ネジ1/4-20X1 1/2-BLK
ワッシャー3/8-Z .442iX1o.074t
抑えネジ3/8-16ｘ１
ブッシング
グリドルハンドル用スロットネジ　8－32Ｘ1

図番
G12
G13
G15
G17
G18
G20
G21
G22
G23
G24
G25

品番
1200436
1202560
1200993
1202474
1200900
1200815
1202488
1201583
1201900
1201308
1200461 なべキャップスクリュー1/4-20X3/4

G26 ソケットセットスクリュー1/4-20 1/4
G27 六角ボルト3/8-16x1-1/2"
G28 なべネジ10-24x3/8
G29 なべネジ10-24x1/4"
G30 トラスネジ1/4-20x5/8-BLK
G31 六角ボルト 3/8-16x1
G32 ネジ1/4-20X3-（ウッドハンドル用）
G33 六角ナット3/8-16
G34 セラミックハンドルボルト　1／4－20ｘ3.5
G35 ロックワッシャー
G36
G37

品番
1200417
1201456
1200983
1200980
1200896
1201432
1201310
1203290
1201294
1202461
1201899
1202473

ホールプラグ
ワッシャー1/4 BLK 266iX629o 064t

【ハードウェア】 2
3

7b
7a
7

10
13

47
58
58a
60
60a

16

図番 取付場所
フルーカラー(口元）裏
バック　外周

ダンパーハウジング　表　下（2ヶ所）
ダンパーハウジング　裏　上
ダンパーハウジング　裏　ダンパー周り

アッパーファイヤーバック
ロアー・ファイヤーバック
サーモスタットカバー
トップ・グリドル（ワイヤー付）
ドア（左）
ドア　ガラス（左）
ドア（右）
ドア　ガラス（右）

品番
R721
R721

R721
R721
R721

R721
R721
81219
R516GG
R721
81219
R721
81219

必要長さ
80㎝

120㎝

11㎝×2本
38㎝
68㎝

8㎝
34㎝

20cm
110㎝
110㎝
73㎝
68㎝
73㎝

【ファイバーロープ】

図番 品番 品名
D1 1306762 二次空気カバー
D2 1306561 フルーカラー
D3 1308662 バックパネル
D4 1602523 ダンパーロッド
D5 1306725 ダンパーランプ
D6 1306701 ダンパー
D7 1306702 ダンパーハウジング
D8 1306763 スロートフード　
D10 1306703 アッパーファイヤーバック
D11 1306724 ファイヤーバッククランプ
D13 1306704 ロアーファイヤーバック
D15 1308658 リアーエアーチューブ
D16 1306711 サーモスタットカバー
D17 30002720 ダンパーハンドルベースアッセンブリー
D18 1201846 フリクションスプリング
D20 1201985 ジャンプリング
D21 1201972 ボールチェーンフィッティング
D22 1201960 ボールチェーン
D22a 5005506 サーモスタットアッセンブリー
D23 1306710 一次空気フラップ
D24 1601551 エアフラップ用ピン
D25 1601396 ガラスクリップ
D28 1601489 二次空気サーモスタット
D29 1601486 二次空気リンク
D31 1201986 シムリング
D32 1601490 二次空気フラップ
D33 1602527 二次燃焼室アッセンブリー
D34 30001153 キャタリティックコンバスター
D35 1602516 二次燃焼室カバー
D36 1306717 アンダイアン
D37 1308651 レフトインサート
D38 1308652 グレート
D39 1308650 ライトインサート
D43 1601488 ダンパータブ
D44 1306356 グリドル
D45 30005119 ライトグリドルクアッド
D46 30005118 レフトグリドルクアッド
D47 1308657 トップ
D48 1308655 ライトサイド
D49 1306764 ボトム
D50 1308656 レフトサイド
D51 1306333 レッグ
D52 5007499 タイロッドセット（４本）
D54 1308654 ライトエアマニホールド
D55 1308653 レフトエアマニホールド
D56 1600600 ドアハンドルホルダー
D57 30006977 フロント
D58 30006915 レフトドア
D59 1401157 レフトドアガラス
D60 30006914 ライトドア
D61 1401156 ライトドアガラス
D62 30002715 グリドルスタブ
D63 1600664 ウッドハンドル　黒
D64 30002714 ハンドルベーススタブ
D65 30002719 フロントドアハンドル
D66 1600535 ドアピン
D67 1600661 グリドルノブ（木）
D68 30002362 ドアラッチアッセンブリー
D69 30000832 ボトムガラスクリップ
D70 30000833 サイドガラスクリップ
D71 30000834 コーナーガラスクリップ
D73 5003522 アッシュパンアッセンブリー
D80 30002775 グリドルハンドルアッセンブリー
D82 1600620 セラミックハンドル　白

【パーツ】

G37 D64

D82 (D63)

G32(G34)

D65

G37



キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

煙が室内に
もれ出る

換気扇使用中に薪ストーブを焚くと、煙突内の上昇気流が弱まり、煙が室
内にもれ出る場合があります。ご使用をおやめになり、お買い上げの販売
店にご相談ください。

強風により、煙が室内にもれ出る場合があります。
※詳しくはお買い上げの販売店へご相談ください。

煙突の高さが5m未満の場合、上昇気流が弱く、室内に煙がもれ出ることが
あります。詳しくはお買い上げの販売店へご相談ください。

クッキンググリドルやフロントドアのファ
イバーロープが消耗し、空気を吸い込みす
ぎていませんか？



キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

煙が室内に
もれ出る

換気扇使用中に薪ストーブを焚くと、煙突内の上昇気流が弱まり、煙が室
内にもれ出る場合があります。ご使用をおやめになり、お買い上げの販売
店にご相談ください。

強風により、煙が室内にもれ出る場合があります。
※詳しくはお買い上げの販売店へご相談ください。

煙突の高さが5m未満の場合、上昇気流が弱く、室内に煙がもれ出ることが
あります。詳しくはお買い上げの販売店へご相談ください。

クッキンググリドルやフロントドアのファ
イバーロープが消耗し、空気を吸い込みす
ぎていませんか？



長い時間燃やすための太い薪（直径10cm以上）を3本以上入れて様子をみ
てください（ストーブ内に薪をいっぱいに詰めすぎないでください）。

薪の量が少な過ぎませんか？

焚きすぎによりバイパスダンパーが変形
していませんか？

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。



長い時間燃やすための太い薪（直径10cm以上）を3本以上入れて様子をみ
てください（ストーブ内に薪をいっぱいに詰めすぎないでください）。

薪の量が少な過ぎませんか？

焚きすぎによりバイパスダンパーが変形
していませんか？

キャタリティックコンバスターの点検については「メンテナンス」のキャタ
リティックコンバスターの点検（36～37ページ）をご参照ください。

まずはトラブルシュート（42 ページ）をご確認くだ
さい。解決しない場合やトラブルシュートにない異
常、破損がある時は使用を中止し、お買い上げの
販売店にご相談ください。

保証について
保証書は、本体に同梱してあります。

「お引き渡し日・販売店名」等に記入漏れがないか
ご確認ください。記入漏れがある場合は、保証い
たしかねますのでご注意ください（記入もれのある
場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください）。
保証書は内容をよくお読みになった後、大切に保管
してください。
保証期間中の修理に際しては必ず保証書をご提示
ください。

保証期間
保証期間はお買い上げいただいた日から２年間で
す。この期間中に本書に従った正常な使用状況のも
とで故障が発生した場合、消耗部品（28 ページ）
を除き保証書の規定に従って無料修理させていた
だきます。
保証期間が過ぎていても、修理すれば使用できる
場合に限り、ご希望により有料にて修理いたします。
お買い求めの販売店までお問い合わせください。 

修理料金は部品代などで構成されています。
・ 技術料／診断、故障箇所の修理、部品交換、調整、 

完了点検などの作業にかかる費用です。
・ 部品代／修理に使用した部品、および補助材料費 

用です。
・ 出張料／製品のある場所へ技術者を派遣する場

合の費用です。

補修用性能部品の保有期限
補修用性能部品 （性能を維持するために必要な部
品）の保有期限は製造打ち切り後10 年です。

あんしん点検のご案内
所有者登録にご記入いただき、あんしん点検のご登
録をしていただいたお客様には、お引き渡しから 5
年後にあんしん点検（点検は有料）のご案内通知を
お送りさせていただきます。

ご不明な点や修理に関するご相談は･･･
ご不明な点ならびに故障・修理、あるいは部品のお
取り替えに関するご相談は、お買い求めの販売店に
お問い合せください。

修理を依頼される前に …… 修理料金の内容

より一層のご理解をいただくために、本書とあわせて下記のサイトもご利用ください。

【 取扱説明書ダウンロード 】
https://www.firesidestove.com/products/stoves/manual.html

ファイヤーサイドのホームページより常に最新版の取扱説明書をダウンロードいただけます。

ファイヤーサイド公式サイト  　 薪ストーブエッセイ・森からの便り       
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